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剰余金の処分および準備金の額の減少に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 22 年５月７日開催の取締役会において、下記のとおり剰余金の処分および準備金の

額の減少を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．剰余金の処分および準備金の額の減少の目的 

 当期（第 33 期）は、大幅な当期純損失を計上したことにより、当期末（平成 22 年３月 31 日現在）

時点での繰越利益剰余金に 996,189,679 円の欠損が生じております。当社といたしましては、貸借対

照表上の繰越欠損を、準備金等の繰入により欠損填補を行って過去の損失を一掃し、今後の事業展開

に前向きに備えて参りたいと存じます。 

 

２．剰余金の処分の内容 

平成22年３月31日現在のその他資本剰余金の全額を減少させ、繰越利益剰余金に振替いたします。 

（１）減少する剰余金の額 

その他資本剰余金 777,567,074 円 

（２）増加する剰余金の額 

繰越利益剰余金  777,567,074 円 

 

３．準備金の額の減少 

上記のその他資本剰余金の繰越利益剰余金への振替の結果、繰越利益剰余金は 218,622,605 円の欠

損となりますので、平成22年３月31日現在の資本準備金の一部および利益準備金の全額を減少させ、

それぞれ繰越利益剰余金に振替ることにより、欠損を填補いたします。 

（１）減少する準備金の額 

資本準備金    300,000,000 円のうち 218,113,581 円 

利益準備金      509,024 円 

（２）増加する剰余金の額 

繰越利益剰余金  218,622,605 円 

（３）準備金の額の減少の方法 

発行済株式の総数の変更は行わず、資本準備金および利益準備金の額のみを減少いたします。 

 

４．日程 

（１）取締役会決議日     平成 22 年５月７日 

（２）効力発生日       平成 22 年５月７日  

なお、本資本準備金および利益準備金の額の減少は会社法第 449 条第１項ただし書の要件に該当す

るため、債権者異議手続きは行いません。 

 

５．今後の見通し 

 本件は、「純資産の部」における勘定内の振替処分となりますので、当社の純資産額に変動はなく、

発行済株式の総数の変更は行いません。また、本件が業績に与える影響はございません。 

 

※当社は、剰余金の配当等会社法第 459 条第１項各号に定める剰余金の処分および準備金の額の減少

が取締役会決議で実施可能となっております。 

 

以上 


